








要約:レトロウイルスの核外遺伝子は、感染宿主細胞染色体への組み込み前駆体であり、

この DNA の構造の研究は、レトロウイルスの宿主への感染成立のメカニズムを解明する上

で重要である。HTLV-Ⅰの場合には、この DNA(特に 2-LTR 環状体)はきわめて微量である

のみならず、遺伝子クローニングに用いる宿主大腸菌内での相同組換えによるゲノム欠失

が頻発するため、その構造の研究は曹わめて困難であった。著者らは昨年までに PCR を用

いて効率よく 2-LTR環状体の連結部をクローン化できることをを示した。本年度は、さら

にそのクローン数を増やし、MMLV(Moloney Murine leukemia virus)の感染細胞から同様

の方法でクローン化した 2-LTR 連結部と併せてその構造を解析した。


